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公開セミナー「即時オープンアクセス時代の流儀を学ぶ」

オープンアクセスの事例共有
⽊下昌彦（法学研究科・憲法）



⽂系のリポジトリ登録

 ⽂系の研究者が、⾃⾝の研究をオープンアクセスしたいという場合に利⽤できる投稿先

①機関リポジトリ（各⼤学が開設しているもの）

②SSRN（エルゼビアが運営しているリポジトリ）

※報告者は、⽇本語の論⽂については、オープンアクセスできるものは、機関リポジトリを通じてオープ
ンアクセスにしており、英語論⽂については、SSRNで公表している。個⼈的な意⾒として、各⼤学が
機関リポジトリを運営するのではなく、政府が⽇本版SSRNのような統合システムを作ればいいのでは
ないかと考えている。

※法学論⽂は、⽇本語で発表されることが主流であるが、近年、既に出版した⽇本語論⽂を、AI翻
訳などを使って翻訳したうえで、SSRNに掲載するという流れがある（SSRN⾃体は査読誌ではないが、
⾃⾝の⾒解を世界の幅広い⼈に知ってもらうためには有⽤な⽅式。ただし、翻訳にあたっては、元論
⽂の掲載紙に予め承諾を得ておくことが望ましい）。



SSRN (Social Science Research Network）

 社会科学を中⼼とした世界的なリポジトリサービス

 基本的に査読なしで掲載してもらえる（ただし、著作権等の権利関係については審査している模
様）

 掲載までには、1〜2週間ほどかかる。

 ある⽉のダウンロード数がTop 10⼊りすると、その旨を知らせるメールをもらえる。

 有料だが、SSRNのE journal（⼀つの契約で複数登録可能）に登録すると、最近登録された
論⽂のなかで注⽬すべき論⽂のリストを送ってくるようになる（このリストは、担当している教授の査
読により作成されている）。 最新の有⼒な論⽂はSSRNにまず掲載されることが多いので、最新
の議論に常にキャッチアップしたい⼈にはおススメ。



SSRN (Social Science Research Network）

 SSRNには、基本的に、⾃分が作成したPDF
がそのまま掲載される（デフォルトのワードそのま
まにPDFにすると少し⾒栄えが悪い）。

 出版された雑誌のように読みやすい形態にする
には、UCLAのEugene Volokh教授が作成
したワードのテンプレートが有効。

https://www2.law.ucla.edu/volokh/wri
ting/



SSRN (Social Science Research Network）



SSRN (Social Science Research Network）



リポジトリ登録の際の留意点

 ⾃分が何に拘束されているのかを正確に把握しておく

１）法律（主に著作権法）

２）契約・規約（著作権法上問題がない場合でも、契約や利⽤規約上問題となる場合があ

る。⾃分の著作物であっても契約上利⽤が制限されている場合があることに注意が必要

３）慣習（法的に問題がなくても、業界の慣⾏上、阿吽の呼吸で、⾃由な利⽤を⾏うことが

望ましくない場合がある）



リポジトリ登録の際の留意点

１）⾃分の掲載媒体（学術雑誌や書籍）の⽅針を確認する。

パターン①︓プレプリント版（著者最終版）のリポジトリ登録を認めているパターン（査読雑誌に多

い）

パターン②︓出版後6箇⽉後に出版版そのままのリポジトリ登録を認めているパターン（海外の書

籍を出版する出版社に多い。ただし掲載⽅法について注⽂がある場合がある）

※法学の査読誌は、出版までに１〜2年必要であることが多いので、パターン①は早期に⾃⾝の⾒

解や理論を世界に知ってもらうためにありがたい。しかし、書籍の出版社は、プレプリント版でも、嫌う

場合がある。雑誌や出版社、同じ出版社でも書籍ごとに異なるので⽅針が異なるのでよく確認する

必要がある。

⽇本の雑誌や出版社は、パターン①もパターン②も採⽤していないことが多い。



リポジトリ登録の際の留意点

２）関係者の承諾を得る

SSRNは、基本的に査読がないが、著作権関係について審査したうえで掲載の是⾮を決めている。
前述のパターン②において、投稿したが、権利関係に問題があるとして⼀度却下された。その後、出
版社から、6箇⽉後のリポジトリ登録が認められているとして承諾書を付したうえで申請したところ、掲
載が認められた（メールで、今度から最初の投稿の際に、承諾書を付すように⾔われた）。

著作権等との関係では、最初の出版とリポジトリ登録とは別々に承諾が必要。最初の承諾の際に、リ
ポジトリ登録に関する承諾も受けておくのが無難。

※データの利⽤に承諾が必要か︖

学内で利⽤しているデータベースを統計分析したものを論⽂に掲載したいという場合。データベースの
利⽤規約には、本データのいかなる利⽤についても無許可の利⽤を禁⽌する旨の記載があることが多
い。著作権法上は、⾃由利⽤の範囲内でも、契約上は違反になる可能性がある。担当者に連絡す
れば、許諾を得ることが基本なので、念のため、許諾を⽂書で得ておくことが無難である。


